
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 6月 28 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：若手研究(B) 

研究期間：2008～2009   

課題番号：２０７００６５２ 

研究課題名（和文）デザイン教育の特徴を援用した高等教育におけるグループ学習支援システ

ムの開発と評価 

研究課題名（英文）Development and evaluation of a project-based learning support system 

for web and cellular phone that adopts features of design education. 

研究代表者 

八重樫 文（YAEGASHI KAZARU） 

立命館大学・経営学部・准教授 

研究者番号：40318647 

 
 
 
研究成果の概要（和文）：高等教育のプロジェクト学習において、学生が授業時間外の分散環境

でも、クラス全体および他グループを意識してグループ活動を円滑に進めるために、研究代表

者らがこれまでに開発してきた Web と携帯電話グループウェアに対して、課題探求型の授業方

法が定着しているデザイン教育の特徴に着目した新機能を実装し評価を行った。学習者に対し、

他者から常に見られていることで自分のグループ作業への意識を高め、作業の調整を促進する

効果が示された。この評価結果からさらに携帯電話グループウェアの改良を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is development and evaluation of new 
functions that adopts features of design education for Project-Based Learning(PBL) 
support system in higher education that we have developed. As a result, learners were 
encouraged to proceed with their own task because they were aware of the status of other’s 
tasks. And the system has improved from this evaluation result further. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者らはこれまでに、高等教育にお

けるプロジェクト学習（PBL: Project-Based 
Learning）実施の課題（時空間的な制約や、
社会的手抜きなど）への対処として、学習者
が授業時間・教室外などの時空間的な分散環
境でも、効果的にグループ学習活動を進めら
れるような、Web と携帯電話を利用した支援
システムの開発に取り組んできた。 

その評価において、学習者個人の所属する
グループ内活動における効果は確認された
が、PBL を行うクラス全体や他グループとの
相互貢献における学習活動の効果は示され
ていない。 
グループワークを支援する上で考慮する
べきなのは、学習者個人が所属するグループ
内の協調性だけではない。効果的な協調学習
を促す上では、グループ活動全体の再吟味を



促すような集団間相互作用が有効であるこ
とが先行研究により示されている。 
そこで、これまで開発してきた PBL 支援シ

ステムに対して、学習者がクラス全体および
他グループの活動に意識を向け、自らのグル
ープ学習活動に活かしていけるような機能
の追加が必要であると考える。 
 

２．研究の目的 
本研究では、PBL を実施するグループの情

報をクラス全体に可視化・共有可能にするこ
とで、グループ活動をより円滑に進められる
ような、分散環境における PBL を支援するグ
ループウェア機能の開発と評価を行うこと
を目的として、次の 3点に取り組む。 
 

（1）これまでに研究代表者らが開発してき
た Web と携帯電話グループウェア
（ProBo，PBP）において、クラス全体
および他グループの情報を可視化・共
有可能にする新機能を開発･実装する。 

 
（2）実際の大学授業での実証実験を通して、

その有効性を検証する。 
 
（3）評価実験の結果から、さらにシステム

の改良を行う。 
 
３．研究の方法 
高等教育での PBL を支援する Web と携帯電

話グループウェアにおいて、クラス全体およ
び他グループの情報を可視化・共有可能にす
る上での具体的な工夫として、本研究では、
美術大学におけるデザインの専門教育（以下、
デザイン教育）の知見を援用する。 
デザイン教育では、PBL と同様の課題探究

型の授業方法が定着している。特にデザイン
教育が行われる学習環境の特性である「工
房・スタジオ的学習環境」は、PBL 一般にお
いても非常に有用であると思われる。 
しかし、これまでの PBL および関連研究に

おいて、デザイン教育の学習環境特性に着目
したり、それを取り入れたものはほとんど見
られない。 
「工房・スタジオ的学習環境」の特徴として、
以下の 2点があげられる。 
 
（1）常に他者の活動や作業の様子が見える

こと 
デザイン教育が行われる教室空間の多く

は、一般的な講義室のような，学習者が整然
と同じ方向を向くような什器配置ではない。
他者･他グループの活動や作業の様子が常に
見えるような空間利用方法により、自分や自
グループの活動の現状について、クラス全体
を俯瞰して相対的・内省的に捉えることがで
きる。 

（2）他者間の会話が自然に聞こえてくるこ
と 

（1）で述べた空間利用方法にいては、学
習者間の自由な会話が誘発されやすい。自分
が直接関わる会話でなくとも、他グループの
会話から示唆を得て、そこに自分・自グルー
プの知識を発展するきっかけが生まれる。 
 
この 2点は、本研究の目的であるグループ
ウェア機能を実現するために有用な要素で
あると考える。そこで、本研究ではこのデザ
イン教育の特徴を活かし、次の２つを Web と
携帯電話グループウェア（ProBo，PBP）の新
機能として開発･実装する。 
 
①「常に他者の活動や作業の様子が見える」
機能 
他グループの最新の学習状況のサマリー
をリアルタイムに効果的に作成し，Web や携
帯電話上で情報提供する機能 
 
②「他者間の会話が自然に聞こえてくる」機
能 
他のグループ内で行われている議論（グル
ープウェアを通した会話や連絡）を，Web や
携帯電話上でクラス全体が共有･閲覧可能に
し，さらに他グループへの情報提供や他グル
ープから示唆の確認が容易に行える機能 
 
さらに、これらの機能を実装した Web と携
帯電話グループウェアを、実際の大学授業で
利用し、その有効性の検証結果からさらなる
システムの改良を行う。 
 
４．研究成果 
（1）ProBo と PBP 改良のための新機能開発 
これまで研究代表者らは、教室などで直接
対面しない分散環境でも、学習者が効果的に
PBL を進められることを目的とした Web グル
ープウェア「ProBo」と、携帯電話の待ち受
け画面に ProBoで設定された分業状況を可視
化する携帯電話ソフトウェア「PBP」の開発
を行ってきた。 
ProBo では、グループ内の分業が円滑に展
開できることが示され、PBP では、グループ
内で相互の分業の評価・調整が促進され、学
習共同体意識を高める効果がみられた。 
本研究では、この ProBo と PBP を改良し、
クラス全体および他グループの情報を可視
化･共有可能にするために、新機能として以
下の 2点を追加実装した（表 1）。 
 
①他のグループにおける最新の活動状況を、
ProBo と PBP 上で情報提供する機能（3-①「常
に他者の作業の様子が見える」機能の実装） 
 
 



②他のグループ内で行われている議論
（ProBoとPBPを通した会話や連絡）を、ProBo
と PBP 上で常時クラス全体が共有・閲覧可能
にする機能（3-②「他者間の会話が自然に聞
こえてくる」機能の実装） 
 
デザイン
教育の特
徴的要素 

表示名
称 

表示内容 表示目的 

注目度
ランキ
ング 

被閲覧が多
いグループ
順の最新表
示 

自グループ
の注目度を
知り、活動
を相対的に
捉える 
注目度が高
いグループ
からヒント
を得る 

ログイ
ンラン
キング 

ログイン回
数が多いグ
ループ順の
最新表示 

自グループ
の利用状況
を相対的に
捉える 
よ く ProBo
を利用して
いるグルー
プからヒン
トを得る 

常に他者
の作業の
様子が見
える 

最新の
アクシ
ョン 

最新の
ProBoの操
作履歴数件 

他グループ
の ProBo で
の最新の活
動状況を知
る 

他者間の
会話が自
然に聞こ
えてくる 

最新の
メモ 

ProBo に 書
き込まれた
最新のメモ
数件 

他グループ
の情報のや
りとりから
ヒントを得
る 

表1：デザイン教育の特徴的要素と，ProBo・
PBPに表示する情報との対応 

 
ProBo 上では、ログイン時に表示されるグ

ループ一覧ページにおいて、「注目度ランキ
ング」「ログインランキング」がページ左側
に表示される（図 1）。 
個別に作業を行うページでは、常に「最新

のアクション」と「最新のメモ」がページ左
側に表示される（図 2）。ログイン時やページ
更新時にサーバから新しい情報が取得され
表示される。 
PBP 上では、常に画面下部にすべての情報

がテロップとして流れる（図 3）。端末を開い
た時や、端末を操作してソフトウェアが動作
すると iモード通信を用い、サーバから新し
い情報が取得される。 
これらの機能は、ProBo および PBP の既存

プログラム（主に ProBo で用いているデータ
ベース（MySQL4.1.13）と連携して動作する
PHP スクリプト）を改変して実装した。 
 
 

 
図 1 ProBoにおける「注目度ランキング」「ロ

グイン」ランキングの表示：プロジェ
クト選択画面の左部に表示される 

 

 

図 2 ProBoにおける「最新のアクション」「最
新のメモ」の表示：プロジェクトホー
ム画面の左部に表示される 

 

 

図 3 PBP における表示：画面下部にテロッ
プとして流れる 

 
（2）改良した ProBo と PBP の評価 
改良した ProBo と PBP について、PBL を行
う大学授業で利用し評価を行った。新機能を



用いたクラス（25 名：8名が新 ProBo と新 PBP
を合わせて利用、17 名が新 ProBo のみ利用）
と、旧バージョンを利用したクラス（19 名：
3 名が旧 ProBo と旧 PBP を合わせて利用、16
名が旧 ProBo のみ利用）に分け、授業後に質
問紙調査を行い、回答を比較分析した。 
その結果、実装した新機能を利用すること

によって、相互にグループの状況を把握する
ことを促し、学生が作業の進度を調整したり、
分担を考え直したり、緊張感を持ったり、進
行の方法を考えたり、連絡を取りあうことを
誘発したことが示された。 
この結果から、グループ内の学習者個人間

に加え、グループ間における相互のモニタリ
ングが分散環境で適切に確保されているこ
とが、社会的促進現象を機能させ、PBL にお
ける効果的な協調学習の促進に貢献するひ
とつの要素であることが明らかになった。こ
れは、高等教育における PBL の学習環境デザ
イン要件のひとつとしても重要であるもの
と考える。 
しかし一方で、本評価実験では、他グルー

プの情報を具体的に取り入れたり、他グルー
プへの能動的なコンタクトの促進は明確に
示されなかったことに課題が残った。 
 
（ 3 ）携帯電話グループウェア「 PBM

（ProBoMobile）」の開発 
現在の携帯電話の高い普及状況と利用率

を考えると、PC で利用できる ProBo のような
システムだけでは、分散環境での活動を十全
にサポートしているとはいえない。 
一方で、PBP は携帯電話ソフトウェアであ

るが、ProBo での作業状況を待ち受け画面に
て確認できるのみで、情報の編集や更新に関
わる操作を行うことはできない。また、i ア
プリのソフトウェアであるため、NTT DoCoMo
の携帯電話でしか利用できない制約があり、
利用可能者を限定してしまう。 
そこで、携帯電話上でキャリアを問わず、

ProBo と PBP を統合した機能が利用可能な
「PBM（ProBoMobile）」の開発を行った（図 4）。 
PBM は、これまでの ProBo と PBP の機能を

統合した次のような機能を持つ。 
 

①PBM トップ（図 4） 
PBP の成果を活かし、学習者が自グルー

プ・他グループの活動状況が一覧できる。 
②プロジェクトホーム 
自分のプロジェクトに属しているメンバ

ーの情報が確認できる。 
③TODO リスト 
プロジェクトのタスクの構造化と分担が

できる。 
④スケジュール 
タスクの時間的進行が確認できる。 
 

 

図 4 PBM トップ画面 
 



⑤ファイルボックス 
携帯電話ではドキュメントファイルを直

接扱うことができないため、ファイル名と更
新情報の閲覧のみとし、ファイル内容の編
集・更新は ProBo から行う。 
⑥メモ 
メンバー間の連絡に利用できる。自分が属

さない他プロジェクトのメモへも書き込め
る。 
 
この時間と場所を問わず利用できる携帯

電話の特性によって、ProBo と PBP 新機能の
利用実験において課題として残された、他グ
ループの情報を具体的に取り入れたり、他グ
ループへの能動的なコンタクトの促進に貢
献するものと考えられる。 
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